


    悩み

     死の恐怖を誰にも相談できず、とてもつらかった。 


    助言

    
              【がん相談支援センターの電話相談を利用してみましょう】




  
  身近に相談したり、気持ちを聴いたりしてもらえる人がいないときには、病院の相談窓口、がん診療連携拠点病院のがん相談支援センターを利用してみましょう。
また、こころを許せる人が身近にいても、こころを許せる人だからこそ言いにくい場合もあります。自分の感情を言葉にしたり、思いを人にぶつけたりするのは、年齢を重ねれば重ねるほど、自制心が働いてできにくくなるものかもしれません。“こんなことを言ったら、家族（友人）もどうしてよいか困ってしまうに違いない”、“できるだけ心配をかけないように、明るく振る舞わなければ”というように、自分も苦しいのに、周囲の人々への思いやりが先にたってしまいがちです。このような場合にも、プライバシーを守りながら、第三者に話ができるがん診療連携拠点病院のがん相談支援センターを利用してみましょう。
つらさや不安、恐怖などは、誰かに相談しても明快な答えが返ってくるものではありませんが、様々なつらい思いを言葉にすることは、こころを少し軽くします。がん診療連携拠点病院のがん相談支援センターでは、電話相談にも対応しているところが多くありますから、面と向かって話しにくいようであれば、顔の見えない電話を使ってみてもよいでしょう。相談窓口というと、“○○について知りたい”、“○○について相談したい”というときだけしか利用できないような印象を持っていらっしゃる方も多いかもしれませんが、がん診療連携拠点病院のがん相談支援センターでは、看護師やソーシャルワーカーが相談員として、こういったこころのつらさを抱えたがん患者さんやご家族のこころを支えるお手伝いもしています。病院の相談窓口やがん相談支援センターの相談員には守秘義務がありますから、相談員にお話した内容はご本人の同意なく他の方に伝えることはありません。


  




    



OEBPS/Images/cover/img_1765740718.png
Webhk
BALEZTFHIRQRA






OEBPS/Images/ldo_center2.png





